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【1】図に示す回路において、トランジスタの電流増幅率はℎிா = ℎ௙௘ = 5 とし、ベースに
はランプ関数で与えられる電流源を接続し、 𝑖஻ = 10𝑡 [A] (0 s ≤ 𝑡 ≤ 5 s) とする。コレ
クタ電流𝑖஼とエミッタ電流𝑖ாの時間波形を描きなさい。 
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【2】図に示すトランジスタ増幅回路について次の問に答えなさい。トランジスタの hパラ
メータは、ℎ௜௘ = 500 Ω、ℎ௥௘ = 0、ℎ௢௘ = 0 S、とする。ベースエミッタ間電圧は𝑉஻ா = 0.7 V

とする。また、𝐶௜、𝐶ா、𝐶ைは十分大きなキャパシタンスである。 
 
（１）𝑣ைが最大振幅を得られるよう最適化されているとして、動作点を求めよ。 
（２）トランジスタのℎ௙௘を求めよ。 
（３）交流小信号等価回路を描き、回路の電圧増幅度を求めよ。 
 

 
 
解答例 
（１）𝐼஼ொ = 3 mA, 𝑉େ୉୕ = 4.5 V               
 
（２）ℎிா = 150 
 
（３） 

 
 
電圧増幅率 

𝐴୴ = 450 
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【3】下図のオペアンプを用いた回路の出力電圧𝑉ை௎்が 

𝑉ை௎் = −𝑅ி ൬ 
𝑉ଵ

𝑅ଵ
+

𝑉ଶ

𝑅ଶ
+ ⋯ +

𝑉ே

𝑅ே
 ൰ 

になることを示せ。なお，オペアンプは理想オペアンプとする。 

  



令和 8 年度 九州工業大学 大学院工学府 博士前期課程 一般選抜第 1 回（一般型） 
工学専攻 電気エネルギー工学・電子システム工学コース（共通） 試験問題 

［科目名］電子回路 
 

ページ（4/4） 受験番号 氏名 

 
 
【4】右図のオペアンプを用いた回路について 

(1) 𝑉ଷを𝑉ଵを使用した式で表せ。 
(2) 𝑉ଵを𝑉௜௡と𝑉௢௨௧を使用した式で表せ。 
(3) (1)と(2)の結果から， 

𝑉ଷ − 𝑘𝑉௢௨௧ = 𝑘
𝑅ி

𝑅ଵ
𝑉௜௡ 

の形で表されることを示せ。 
(4) 𝑘 = 1となる条件を示せ。 
(5) 𝑘 = 1のときの𝐼௢௨௧を求めよ (𝑅ிを含まない)。 
なお，オペアンプは理想オペアンプであり，𝐼௢௨௧ ≫ 𝐼ிとする。 


